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   ～他の落石対策工との併用が可能な
　　　　　　　　　　 DKボンド工法～
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　６月。例年では各地が梅雨入りし、雨の
日が続きます。ぐずついた天気が続き、気
持ちまで晴れやかになれない方も多いかも
しれませんね。
　そんな６月ですが、全国で「土砂災害防
止月間」に指定されていることをご存じで
すか。これは降雨による土砂災害の予防を
促すために、国土交通省が毎年注意を呼
び掛けているものです。もっとも、昨年は６
月の降雨が全国的に少なかったのに対し
て、７月には福島県や北陸地方で、９月に
は近畿地方などで集中豪雨による災害が
発生しました。また長野県では１月下旬よ

り局地的に大雪が降り、人家や道路が潰
れるといった災害が発生しています。近年
よく耳にする「ゲリラ豪雨」といった局地的
に激しい雨が降る現象も大きな不安に駆
られる天候です。一年を通じて予期せぬ災
害に見舞われているため、もはや「梅雨の
長雨」といった言葉は当てはまらないよう
な気象状況…。今年は一体どんな梅雨を
迎えるのでしょうか。
　DKボンド工法によって災害を予防する
事業に従事している当社としては、各地で
の被害状況を目の当たりにするたびに自
然の脅威に驚き、惨状に胸を痛めておりま

す。そして、できる限り事前に予防を施し、
被害を少しでも小さくするお手伝いができ
ればと強く感じています。

初頭挨拶

自然とマッチ！ 安心・安全
工法概要

発生源となる浮石や転石の落下を抑制することを目的とし、
落石発生源に対して直接実施

自然石群をそのまま接着できるの
で、例えば景勝地や国立公園内など、
景観を崩したくない場所に。

●余分な用地買収の必要なし
●仮設工が簡易
●機械設備が軽微
●調査、設計、積算、工事を専門の技術
者が迅速に対応

●工事への着手が即座に可能
●目地工により初期の安定化が図れる
●材令7日で所定の接着強度が期待で
きる

●落石防護網や落石防護柵などとの併
用が可能

人力主体の作業のため、大規模な
仮設を組んだり大型機械の搬入が
難しい機械力が使えない場所に。

施工中に振動などの余分な外力を与
えず、仮接着による安全対策ができ
るので、尾根上の巨岩などに。

景観保全地域 急崖斜面や高所 非常に不安定な巨岩

こんなところに使えます！

こんなときに使えます！

例えば
災害復旧等の予備工として…

例えば
計画（実施）対策工では対処しきれないとき…

例えば
緊急対策や応急処置に…

時間がないとき すぐに効果を期待するとき 他の落石対策工との併用を考えるとき

基　岩 不安定岩塊

施工前

基　岩 不安定岩塊

完　成
DKボンドモルタル

❶様々な誘引による不安定化の進行を防止
❷不安定化した岩塊を地山と一体化させる
❸不安定化した岩塊を除去し、危険性そのものを排除
❹土砂崩壊に伴う落石を防止

※岩接着DKボンド工法は❶❷に対して有効です。

落石予防工として期待する効果
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作業手順フロー図

親綱を設置

準備工
親綱設置現場調査
（起工測量）

DKボンド目地工
（亀裂部）4

1

作業足場、足掛けを設置作業構台（荷受け台・作業基地）の築造

仮設工
簡易索道設置、モノレール設置
仮設足場工設置など

2

亀裂面を高圧洗浄機などで清掃
亀裂に沿って土砂・木の根・苔などをワイヤー
ブラシ等で取り除く

清掃並びに
水洗い工

土砂・苔等除去高圧水洗浄（エアー清掃）
風化層除去清掃

3

亀裂表面の接着作業、幅の広い亀裂には石片を用いる

DKボンド
注入工

片付け

5
亀裂内部の接着作業（注入機械使用）

DKボンド目地工
（オーバーハング部）4’

オーバーハング箇所の目地作業（石積工・根固め工）は
石片を用い、モルタルと交互に積み上げる

目地施工時に設
けた注入孔より
注入用モルタル
を自然落下で流
し込む

注入機械は道路
わきや作業構台
上に設置。注入
量の管理は流量
計により行う

出来形検測
注入機械撤去
仮設解体

起工測量
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　長野県下伊那郡売木村。長野

県の最南端に位置するこの村は

標高1,000m以上の山々に囲まれ

た山間の盆地にある自然豊かな

村である。

　その売木村から下伊那郡阿

南町まで続く県道は、山間を走

る主要な生活道路として地元の

人々が利用している。しかし山

深い谷あいを通る県道は雨や雪

の影響による落石が絶えず発生

する非常に不安全な道路であっ

た。長野県は数年来この県道の

安全対策として落石予防工事を

進めていた。2010年度も３工区

の工事が発注され、2010年10月

から地元業者３社の施工によっ

て工事が進められていた。

　その中の１工区では、道路沿

いの斜面を金網で覆う「ロック

ネット工」による対策工事が行

われていた。その際、立ち木を

伐採し斜面が露わとなると、施

工対象範囲の上部に不安定な岩

が確認された。このままロック

ネット工を進めるのは不安定な

岩により落石の危険性があまり

にも高く、作業員の安全も確保

されない。また例えロックネット

工が無事に終わったとしても、

今回確認された岩があまりに形

状が大きすぎるため、ネットで落

石を防ぐことは極めて困難なこ

とが推察された。そのため、斜

面上部に見える岩を緊急に対策

する必要があった。

　工事を請け負っていた地元業

者は、かつてDKボンド工法によ

る対策工事を請け負ったことが

あり、その際に当社が協力をさ

せていただいた経緯があった。

つまりDKボンド工法については

認識をいただいていた。そのた

め2010年11月下旬、今回も地元

業者から「DKボンド工法によっ

て落石を抑えることが可能か現

ロックネット工の作業時に
不安定な岩塊群を発見

緊急の落石対策工にも
効果を発揮するDKボンド工法

施工レポート 10
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場を見てほしい」と当社に連絡

をいただいた。

　現場は売木村から続く道路沿

いの山側斜面。延長約150ｍ、斜

面長さ10〜20ｍの範囲で立木が

伐採され、岩盤斜面がむき出し

の状態になっていた。その中で、

道路から高さ約30mの位置に大

小様々な岩塊群が不自然な状態

で重なり合っているのが確認で

きた。地元業者の現場代理人は

こう説明した。「今のままではこ

の岩塊群があまりに危険な状態

にあるために、この不安定な岩

をなんとかしないと岩の下部が

対象となるロックネット工の作業

が進められません。工事を無事

に完了するためにも、この不安

定な岩塊群を対策することが最

優先です。ですからDKボンド工

法による対応ができるのか検討

いただき、可能とのことであれば

工事量を調査のうえ見積もりを

提出してください。それをもとに

発注元と協議を進めたいと思っ

ています」。

　さっそく現地に赴き、施工が

可能かどうかの調査を始めた。

　岩塊群は幅約15ｍ、斜長10ｍ

の範囲。高さ１ｍ、幅１ｍ、奥

行50cmの小さなものから高さ８

ｍ、幅３ｍ、奥行４ｍの大きな

ものまで、様々な岩が複雑に重

なった状態だったうえに、空隙も

多数確認できる。岩塊群の下側

が大きくえぐれているため（オー

バーハング）全体の重心が高い

位置にあり、見た目にも不安定

な状態であった。また、比較的

硬い岩質であった。

　現地の状況を視察後、岩塊群

の空隙部にDKボンドモルタル

を充填させることによって岩を

一体化し、不安定な岩塊群を安

定化させることは十分可能であ

る、と判断。よって速やかに現地

調査を行い、立地条件によるDK

ボンド工法の適合性と必要数量

から工事費用を算出したものを

資料にまとめ、元請け業者から

発注元に協議事項として提示し

ていただくこととなった。

　日を改めて作業員２名によっ

て具体的な調査を行った。斜面

に親綱を設置し、そこに安全帯

を装着した状態でDKボンドモ

ルタルを充填する空隙部の寸法

を計測、使用モルタルを算出し

た。また、仮設構台及び仮設足

場の数量を測定。資機材を運搬

するための簡易索道を設置する

こととし、延長を計測した。

　現地調査をふまえてDKボンド

工法による落石対策工の提案資

料を作成。元請け業者と共に発

注元である長野県飯田建設事務

所に提出し説明を行った。

　資料は一時預かりとなり、内

容を検討したうえで返答をいた

だくことに。元請け業者の現場

代理人は「協議が承認されれば

直ちに施工を開始したいので、

そのつもりで準備を進めておい

てください」とのこと。そのため

施工レポート 10

まずは現地調査から
資機材の準備も万端で緊急の落石対策工にも

効果を発揮するDKボンド工法

D-Kobayashi
ハイライト表示
。」

D-Kobayashi
ハイライト表示
施工可能であれば



本施工の

作業プロセス

現地調査
斜面に親綱を設置し、DKボンドモル
タルを充填する空隙部の寸法を計測、
使用量を算出した

仮設工設置
仮設足場は施工中に養生することに
なっても対応できるように通常より大
きめに組み立てた

1 2
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施工開始に備えて資機材を用意

しながら承認の連絡を待った。

　数日後、元請け業者から「協

議内容が承認されました。DKボ

ンド工法による施工をただちに

お願いします」との連絡が入っ

た。すぐさま準備しておいた資

機材の運搬を手配し、現地に入

場。2010年12月に入った頃だっ

た。

　日中の現地は日当たりがよく、

気温も５～８℃あるためボンドモ

ルタルの品質には問題のない条

件。しかし夜間は気温が－10℃

とかなり冷え込むため、ボンドモ

ルタルの品質保持のためには夜

間の養生を検討する必要があっ

た。そのため養生に必要なシー

トとヒーターを用意して現地に

入った。

　最初に行う作業は仮設構台、

仮設足場の組立てと簡易索道の

設置。仮設構台は長さ４ｍ、幅３

ｍの大きさで組み立てた。仮設

足場は、施工中に養生の必要が

あったとしても対応できるよう

形状を通常より大きめに組み立

てた。また、簡易索道は９㎜の

ワイヤーを道路上から仮設構台

上に向かって張り、その間を荷

吊りフックが行き来するよう設

置した。

　次は「清掃・水洗い工」。岩

の空隙部にある土砂や苔を取り

除き、高圧洗浄機で水洗いして

いく。その際には、岩塊が動き出

さないか確認しながら慎重に作

業を行った。

　続いて「DKボンド目地工」

の施工を。所定の配合により作

成したDKボンド目地モルタル

を、人力で空隙部の表面に詰め

ていった。空隙の大きな部分に

は、石を積みながらモルタルを

詰めていった。ちなみに、施工し

た箇所は作業終了後に毎日シー

トで囲み、夜間の低気温による

品質の劣化がおきないよう練炭

を焚いた。さらに温度計を設置

し、日々の気温が０℃以下になっ

ていないか常にチェックし、ボン

ドモルタルの品質保持を徹底し

た。

　DKボンド目地工は作業期間

を２週間程度で予定していた。

しかし実際はその期間中に現地

で雪が降り、作業が困難な日が

あった。雪が積もってしまうと仮

設構台や仮設足場の足元がすべ

りやすくなり、非常に危険な状態

となる。そのため作業範囲全体

をシートで覆うことで養生し、作

業現場の安全確保、及びモルタ

ルの品質保持に努めた。

　最後は「DKボンド注入工」で

ある。道路脇に機械を設置し、

所定の配合で練り混ぜたDKボン

ド注入モルタルをポンプで送り、

注入孔から空隙の奥に注入して

いく。各所でモルタルの充填を

確認する術は、表面部に確認孔

としてホースを設置しておき、そ

の先端よりモルタルが溢れてく

敵は夜間の冷え込み
ボンドモルタルの品質保持を徹底



モルタル目地工
所定の配合で作成したDKボンド目地
モルタルを、人力で空隙部の表面に詰
めていった

モルタル注入工
注入モルタルを注入孔から空隙の奥
へ。確認孔からモルタルが噴き出して
きたら完了

清掃・水洗い工
水圧により岩塊が動き出さないか確認
しながら施工する岩の高圧洗浄機で
水洗いしていく

4 53
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るかどうか。DKボンド目地工の

際に設置した確認孔からモルタ

ルが溢れてくると、その位置まで

の高さまではモルタルの充填が

完了したことを確認できる（オー

バーフロー）。従って注入時はこ

の確認孔よりモルタルが充填す

る度合いを常に確かめながら作

業を進めた。

　尚、モルタルの注入量は注入

時にモルタル流量計を通すこと

によって管理できる。よって、

日々の注入量は流量計のデジタ

ルカウンターの数量をチェック。

チャート紙に日々のデータが印

字されるので、後々数量の確認

を求められたとしても確実な数

字を証明することができるのだ。

　さて、こうして真冬の作業に

も関わらず作業は順調に進み、

施工は2011年１月中旬に完了し

た。元請け業者は「これで不安

定要因がなくなり残りの作業が

安全に進められます」と胸をな

でおろしてくださったので、我々

も安堵した。

　その後元請け業者のロック

ネット工も順調に作業が進み、

３月には発注元の検査を無事に

合格となり工期通りの引き渡し

となった。売木村から下伊那郡

阿南町まで続く県道が安全に通

行できるようになったため、今ま

で以上に大切な生活道路として

機能していくことだろう。

　本件のように他工種による発

注工事の最中に、緊急の落石予

防対策を施すことが必要になっ

た場合もDKボンド工法は非常に

有効的である。周囲の形状を変

化させることなく、また比較的短

時間での作業も可能。調査、設

計、積算、工事のすべてにおい

て専門の技術者が迅速に対応す

るため、安心・安全。あらゆる場

所での施工が可能なところもDK

ボンドの大きな強みである。



　こんにちは。川中島建設株式会社営

業部の小林です。今回は以前にも紹介

しました姨捨地区の棚田についてお話

ししたいと思います。

私の家は兼業農家として長野県千曲市

にある姨捨地区で米を育てています。

この姨捨地区は日本の棚田100選に

も選ばれていて、多くの観光客が訪れ

る場所です。例年５月下旬には田植え

が行われ、辺り一面が鮮やかな緑色に

染まります。市で管理している田んぼ

には「オーナー制」によって年間契約

した県外の棚田所有者や地元の小学

生が大勢訪れ、田植え作業を体験して

います。もちろん私も熱い日差しに負

けず、せっせと田植え作業に励みます

よ。すべては美味しい新米をいただく

ため…今年も頑張りたいと思います。

　さて、この姨捨の棚田は夜になると

それぞれの田んぼに張った水面に月が

浮かび上がります。通称「田毎の月」

と呼ばれ、かつては松尾芭蕉や小林一

茶などが句の題材として好んでいたと

いわれています。現在でも名月の里と

して名高いため、毎年６～７月は風情

ある水田の風景を写真に収めるため

に、たくさんの方がこの地を訪れてく

れています。

　皆さんもお近くに来た際には、ぜひ

立ち寄ってみてはいかがですか。

小林 大二
入社17年目の営業部主任。北は北海
道から南は沖縄まで、工事の受注営
業のために日本全国を飛び回ってい
ます。日本の歴史が大好きで大河ド
ラマのチェックは欠かしません！大
好きなドライブでは史跡、寺院など
を巡っています。

プ ロ フ ィ ー ル

〜姨捨の棚田へ〜
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　信州は温泉大国と呼ばれるだけあり、日帰り温
泉施設が充実しています。そこで今回は川中島
から少し足を延ばした松代町にある日帰り温泉
施設「虫歌の湯」をご紹介したいと思います。
　場所は「太古に作られた世界最大のピラミッ
ド」と一部で信仰を集める皆神山の麓。温泉に浸
かりながらにして善光寺平を望める高台にありま
す。ちなみに虫歌とは近くの信濃三十三番札所
第７虫歌山桑台院に由来しているそうです。
　こちらのお風呂、自慢はなんといっても広々と
した露天風呂。大きな石と植栽が配された様はさ
ながら日本庭園のよう。開放的な大露天風呂で自
然に包まれながらゆっくりと過ごす至福のひとと
き…きっと身も心もときほぐしてくれるはずです。
　泉質はナトリウム、カルシウム、塩化物、炭酸
水素塩冷鉱泉。無色透明な湯は疲労回復や健康
増進、神経痛、冷え症、慢性婦人病などなど様々

な効能があり、湯上りはしっとりすべすべの肌に
なると評判です。
　施設内にはゆったり寛げる休憩スペースや老
若男女問わず楽しめる食事処、リラクゼーション
ルームなどがあり、湯上り後ものんびり過ごすこ
とができると思いますよ。日々の仕事で疲れを感
じていたら、ぜひ疲れを取りにお出かけしてみて
はいかがでしょうか。
（虫歌の湯／http://www.mushiuta.com/）

アクセス 上信越道長野ICより車で松代方面へ約10分
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姨捨の棚田は平成22年に国の重要文化的景観に
選定されています。美しく懐かしい日本の原風景で
ありながら洪水防止など土地の保全機能にも優れ
ているんですよ




